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障がい支援計画（平成 30年度～平成 32年度）策定に係るアンケート調査について 

 

１ 調査の目的 

計画策定（見直し）にあたって、障がい福祉サービス等の利用実態把握はもちろん

のこと、障がい児・者の様々な意見を聞きながら、可能な限りそれを反映したものと

するため。 

また、平成 28 年 4 月に障害者差別解消法が施行され、市民の障がい理解の促進が

一層求められていることを踏まえ、市民からの意見を聞き反映するため。 

 

２ 調査対象 

 対象者 対象者数 

(1) 

ア 

市内在住の 65 歳未満の者で、現に障がい

福祉サービス等・障がい児通所支援・地域

生活支援事業（日常生活用具や意思疎通支

援事業等を除く）を利用している障がい

児・者全員 

約 600名 

イ 

障がい者手帳を所持している市内在住の

65歳未満の者で、上記各サービスを利用し

ていない者 

約 900名のうち 300名 

～障がい種別や年齢に偏

りがないよう配慮し、各属

性ごと無作為に抽出 

(2) 市内在住の 20歳以上 65歳未満の者 
約 31,000名のうち 700名 

～無作為抽出 

 

３ 調査方法・時期 

調査方法は、(1)、(2)を対象とした調査票をそれぞれ作成。配付回収は郵送により

実施。 

調査時期は、平成 29年 6月末頃から 2週間程度とする。 


